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Ⅴ アウトカム項目

グループホームちいさな手鎌倉の杜は大船駅からモノレールで富士見町駅下車、徒
歩１０分位の住宅地にある洋風の斬新的な２階建ての建物です。神奈川・東京に１
０ヶ所以上のグループホームを運営する法人が運営しています。
＜優れている点＞
医療連携体制加算を受け、医療面での体制が整備されています。医師の往診が週１
回、看護師も週１回別の曜日に訪問しています。利用者家族の依頼した眼科のかか
りつけ医師が往診にきています。看取り介護加算を受け「看取りに関する方針」を
説明し、同意を得ています。医師の判断により看取りの時期が近づいたら、家族に
対して終末期に向けた医療に関する説明をし、ターミナルケアをしています。
＜工夫点＞
ケアプランを作成する際、アセスメント表のみでなく、半年に１回「私を解って
シート」を作成し、利用者の意向を最大限に反映したケアプランにしています。排
泄パターンを把握するために「ＩＮ・ＯＵＴチェック表」と「健康管理表」も利用
しています。便秘の際は看護師の指導のもと、腹部マッサージや下剤の服用をして
います。利用者にはできることを生活リハビリに取り入れ、洗濯たたみ、食事の下
ごしらえ、配膳の準備、食事の後片付け、プランターの水遣りなどを手伝っても
らっています。

裏山から鳥のさえずりが聞こえてくる静かな環境のなかで、安らぎと楽しみを持って
毎日を過ごして頂けるよう自立支援に向けて努めています。週１回の訪問診療、訪問
看護を行い病気の早期発見、早期治療に医療との連携を図っております。入居者様の
ご家族、お知り合いの方近隣のかたが、いつでもホームにお越し頂けるよう門扉は開
かれております。入居者様、ご家族様にここで良かったと言って頂けるよう家庭的な
雰囲気のあるホームを目指しております。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

鎌倉市山崎７５６－２

36 ～ 55
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市町村受理日
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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

所　　在　　地

事 業 所 番 号

平成25年2月4日
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定　 員　 等

グループホームちいさな手鎌倉の杜

□ 小規模多機能型居宅介護

■

登録定員
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある ○ 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームちいさな手鎌倉の杜

１F

 事業所名

 ユニット名

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「LOVE・LIVE・LIFE・・愛・生きる喜
び・快適な生活」３Fの精神を理念と
し入居者様、スタッフひとりひとりの
幸せが大きな幸せにつながるよう豊か
な生活の実現に取り組んでいます。

理念の実現としてLoveは家族と同じに
接し、Liveは快適な住まい、Lifeは楽
しみをもっていただくこととしていま
す。玄関に掲示し、職員が周知するよ
うミーティングで確認しています。理
念に向けた対応が不十分な場合は改善
に努力しています。

消防防火訓練には、近隣の方にお声か
けをさせて頂いております。運営推進
会議には、町内会の方に参加して頂い
ております。

町内会に加入し、運営推進会議に町内
会長や地域の方に参加してもらってい
ます。利用者の散歩時に、地域の方々
と挨拶を交わしています。年１回地域
の老人会のグループ「あかね会」が訪
問しています。

地域の行事が少ないこともあ
り、グループホームから行事
への参加があまりできません
でした。今後、近隣の小中学
校、保育園との交流など地域
に向けて積極的な活動も期待
されます。

運営推進会議などでホームの方の暮ら
しぶりをお話し地域での役割を話し
合って行きたいと考えています。

　

２か月に１回運営推進会議を開かせて
頂きホームの現状を報告させていただ
きご意見ご指導を頂いております。

偶数月の第三金曜日に地域包括支援セ
ンター、入居者家族、介護相談員、民
生委員、町内会長が参加しグループ
ホームでの行事、入居者の状況につい
て報告しています。町内会長から、広
域避難所が遠い為自主避難の方法につ
いて意見がでています。

市の連絡会に参加しており、研修会に
参加しております。

市の介護認定調査員や介護相談員が定
期的に訪問しています。運営推進会議
で地域ケアプラザ職員に入居状況の報
告をしています。市主催の認知症介護
研修会やグループホーム連絡会に出席
し、状況報告しています。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

虐待に関しては、ミーティングの場な
どで、指導を行っており今後も研修会
に参加し指導を続けて行きます。

地域の方に自由に出入りして頂くため
に門扉を解放しましたので玄関の施錠
はさせて頂いておりますが身体拘束を
しない介護を行っております。

入社時研修で身体拘束しない介護につ
いての研修をし、マニュアルで周知し
ています。入居者家族へは入居時に契
約書などで説明しています。玄関施錠
は防犯上していますが、ユニットへの
内扉には施錠はせず、扉に鈴をつけて
見守りをしています。

運営推進会議の場や御家族が来所され
た際に御意見、ご要望をお伺いし運営
に反映するよう努めております。

玄関に意見箱、意見用紙を備えていま
す。苦情対応マニュアル、苦情相談記
録、クレーム対策報告書を整備してい
ます。家族会からの意見・要望によ
り、男性入居者にもプランターの水遣
り、調理の下ごしらえを手伝っても
らっています。

成年後見制度の活用の支援を行なえる
よう今後も学ぶ機会を持って行きたい
と思います。

入居相談時に当ホームの理念、方針、
規約のご説明をさせていただき、納得
して頂き契約を結んで頂いておりま
す。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

定期的な勉強会に参加し、ミーティン
グの際、再度その内容を確認し職員全
員の介護技術の向上に努めています。

毎月のスタッフミーティングにて入居
者様の状態、対応の仕方を話し合い意
見を出し合っています。

スタッフミーティングで職員からの意
見や提案を聞く機会を設けています。
職員からは入居者への対応の仕方を共
有しあったり、マニュアルの見直しを
しています。散歩の同行支援で、介護
度が落ちないようにする為なるべく歩
くことにしています。

OJTを使用し、ひとりひとりの評価を
行っております。人員体制を手厚くし
パート職員の社員昇級にも力を入れて
います。

新しい環境にご入居者様がなじめるよ
うコミュニケーションを多く取り不安
を取り除いて頂くよう努めておりま
す。

市の連絡会にて、同業者の方がたとの
交流の中で情報を交換しております。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご入居者様の１日の様子をお知らせし
ご要望をお聞きしながら信頼関係を築
き安心して頂けるよう努めておりま
す。

ご入居者様のご様子を確認し、必要な
サービスを話し合いケアプランを作成
しております。

ホーム内の掃除、食事作りなど職員と
一緒にしていただき、感謝の言葉をお
かけし共に生活をしている関係を築い
ております。

ご家族様にもレクリエーションに参加
して頂いたり、居室でご家族だけで過
ごして頂く時間と共にリビングで他入
居者様と過ごして頂きご家族様との絆
を大切にしています。

ご友人、ご親戚の来所、お電話の取り
次ぎなど自由にして頂いております。

家族が墓参りや以前利用していたレス
トランに同行しています。東京の友人
や、教え子の訪問もあります。電話を
利用したい時は電話口まで行き受話器
を渡すなど支援をしています。近隣の
スーパーや神社への参拝など職員が同
行しています。

株式会社フィールズ



グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

退所後のご家族との積極的な交流は取
れていない状況にあります。

職員が間に入り、レクリエーションの
参加を促し皆様で楽しめる時間を作っ
ております。

ご入居者様のご希望、要望を普段の生
活の中でお聞きし、ケアプランに取り
入れております。

「私を解ってシート」を半年に１回作
成し、入居者の意向を聞いています。
個人記録や入居者の入浴の際に出た希
望も把握しています。意向の把握の困
難な方へは本人の表情や仕草を観察し
共有しています。意向はケアプランに
反映しています。

ご入居時にご本人、ご家族様よりこれ
までの生活の様子、環境をお伺いして
おります。

バイタルチェク、食事量、水分量の確
認、起床時間、睡眠時間など記録し体
調の様子を把握し、ご自分で出来ない
事柄については支援させていただいて
おります。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

入居者様の日常の様子を把握し、３か
月毎にケアカンファレンス、６カ月毎
にケアプランの作成をスタッフ、医
師、看護師の意見を取り入れながら、
ご家族にご説明をしております。

入所時は１ヶ月よく様子を把握しなが
ら、スタッフと打ち合わせ、２ヶ月目
にプランを立てています。以後３ヶ月
毎見直し、６ヶ月毎に再ケアプランに
まとめ家族に説明同意を取っていま
す。「私を解ってシート」や後で分
かった希望・意向も取り入れていま
す。

ケアプランに沿って日常の生活を過ご
して頂き、体調や行動の変化の対応に
ついて申し送りノートに記入しスタッ
フ間で情報の共有をし見直しを行って
おります。

入居者様のご希望に沿うよう個別の対
応をこころがけております。

植物園や地域のスーパー、コンビニへ
の買い物のレクを行っており、ホーム
の近隣の方との挨拶の交流も楽しんで
頂いております。

週１回の提携医療機関の訪問診療を受
けて頂き病気の早期発見、早期治療に
２４時間の医療協力体制を取らせて頂
いております。また看護師、歯科医師
の診療も週１回行っております。

入居者は皆、家族も了解のもと協力医
療機関がかかりつけ医としています。
協力医は２４時間対応、緊急時受入れ
となっています。協力医、看護師は週
１回訪問診療、訪問看護を行い、病気
の早期発見・早期治療に努めて、健康
に対して注意を払っています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

週１回の訪問看護を行い、看護師との
連携とり心身のチェック、医療面のア
ドバイスを受け異常時には的確な指示
の下、介護を行っています。

主治医、看護師との連携を図り病気や
怪我の早期発見治療に努め、可能な限
り長期入院を避けるようにしていま
す。

消防署員の指導の下２回の避難訓練を
行っており、運営推進会議などで地域
の方にも相談、助言を頂き対応を話し
合っております。

火災・地震・津波に対して、消防署の
協力で年２回、入居者と職員で避難訓
練を実施しています。さらに３月には
夜間想定の避難訓練を実施する計画と
なっています。近隣の消防団の方の協
力を得ることを検討しています。

ご入居時に看取りに関する指針をご説
明し主治医がこれ以上回復が望めない
判断をした時にあらためてご家族様、
主治医、ホーム長、ケアマネージャー
で方針を決め同意をいただいておりま
す。

これまでに看取りついては数名の方の
経験をしています。入所時に看取りの
指針を説明しています。看取りの時期
になった時、改めて看取りについて家
族と医師・管理者・ケアマネジャーと
相談の上、進め方を決めています。職
員は看取りについて研修に参加してい
ます。

緊急時マニュアルを作成し対応してお
ります。看護師、主治医と連携を図り
状態に応じた対応をしております。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

どのような環境で生活をなさって来ら
れたのかを把握しながら、安心して毎
日をお過ごし頂けるようお一人お一人
のその時の状況、お気持ちを大切に言
葉掛けや対応をさせていただいており
ます。

入社時に接遇の研修を行っています。
声かけなどでいき過ぎがあった場合、
その場で注意するするようにしていま
す。呼称は名字・名前に「さん」づけ
を原則としています。トイレ、入浴で
のプライバシーへの配慮については注
意を徹底しています。

全員が平等で同じ立場であることを自
然にご理解頂けるよう努めさせて頂く
中で、ご自分にお気持ちを自然にお伝
え頂けるようお一人お一人の合った形
で傾聴、お声かけをさせていただいて
おります。

その方が、今なさりたいことは何かを
お伺いしたり、こちらから提案をさせ
て頂き、その方らしい日々を送って戴
けるよう室内レクリエーション、お散
歩、お手伝い等工夫しております。

起床更衣の際、一緒に服を選んで頂い
たり、洗顔後のお肌のケアやお化粧な
ど、その方の生活スタイルを大切にし
て好みに合った物をお使い頂いており
ます。

お一人のおひとりのお食事の好みを伺
い食べやすく味わっていただける食事
を提供しながら、準備のときは、野菜
の皮むき、味見、テーブル拭き等お手
伝いして頂き職員と同じテーブルでお
話しをしながら食事をしております。

できる方へは食事の準備から配膳、片
付けまで様々な場面での生活リハビリ
をしています。食べることを楽しむた
め食事レクとして、パンを作ったり、
入居者が中心に焼きそばを作る事もし
ています。外出でケーキ、コーヒー、
お茶も楽しんでいます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

お一人おひとりが一日に必要とされる
水分摂取量や食事量の摂取の留意点な
どを把握して、こまめなチェックと支
援行い記録をしています。

歯科診療でのご指導を参考にしなが
ら、口腔内の清潔を保つことが出来る
ようお一人おひとりの状態に合わせ
て、毎食後歯ブラシ・ガーゼ等を使用
して支援をさせて頂いております。

お一人おひとりの排泄パターンを確認
しながら、その日の体調やご気分に
添って、声かけやトイレ誘導を行い、
トイレで排泄出来るよう支援させて頂
いております。

「IN・OUTチェック表」及び「健康管
理表」で排泄パターンを把握していま
す。さりげない声かけをして排泄の自
立を支援しています。便秘の予防には
特に注意しており、何日無いかを把握
し、対応しています。

こまめな水分摂取をして頂けるよう声
掛けや飲み物を工夫したり、お散歩や
室内での歩行練習など適度を行いなが
ら看護師の指導の下、腹部マッサージ
をおこなっております。

ご入居者様の体調やご希望に合わせ
て、基本的には週３回の入浴を行い、
入浴以外でにも洗髪、清拭等をおこ
なっております。

火・木・土を中心に入浴日としていま
す。一対一の入浴を心がけています。
入浴を拒否する場合、気分を変えて足
湯、清拭などにする場合もあります。
職員の提案で、風呂にゆっくり入って
もらうため１日の入浴者を６名に変え
ています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

お一人おひとりの体調や生活リズムが
崩れる事のない様、日中は散歩や外気
浴で適度な運動や気分転換をしていた
だいたり、リラックスしてお休み頂け
るよう入床前に温かい飲み物を飲んで
頂きお話しを傾聴しております。

どんなお薬を服用されているか、看護
師より指導を受け、薬剤師より注意を
伺って、誤薬のない様確認し合いなが
ら服薬支援をさせて頂いております。

お一人おひとりの得意な事を生かし
て、食事準備の手伝いをして頂いた
り、歌レクの中心者やカルタ取りの読
み手となって頂いたり、生き生きとそ
の人らしく楽しく毎日を過ごして頂け
る様に支援しております。

ご入居者様のご希望を伺ったり、職員
から声掛けをさせて頂き、近所の公園
へ散歩やコンビニへのお買い物に行き
一日に一回は外出できるよう支援をし
ております。

天気が良い日は公園に散歩に行きま
す。良くない日はホーム内や中庭テラ
スを歩いたりしています。週一回買物
に入居者も一緒に出掛けています。
２ヶ月に一回程外出レクでフラワーセ
ンター、ファミリーレストラン、江の
島商店街などへ出かけています。

お金は原則として所持されていません
が、ご家族様より了解を頂いて、ご入
居様がお好きなものをご自分でお買い
求め出来るよう職員が付き添って行き
立て替えさせて頂いております。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご本人様のご希望があるときに、お取
り次ぎをしてお電話をして頂いており
ます。

季節ごとに玄関や中庭の花壇の草花を
替えたり、ディスプレイを工夫するな
どして、ご入居者様、ご家族様に季節
感のある快適な空間となるように心掛
けております。

室内の壁には入居者の写真と大きな絵
が掛けられていて、すっきりした雰囲
気となっています。食堂で座る席とは
別にソファでテレビを見る席もありま
す。温度・湿度管理は職員が行ってい
ます。冬期は加湿器・空気清浄機で室
内を快適にしています。

リビングのお席にご自分のクッション
をおいて頂いたり、気の合う入居者様
同士でおしゃべりしたり、お一人での
んびりと新聞やテレビをご覧になれる
等、思い思いの時間をお過ごし頂いて
おります。

居室内の家具や衣類などは、ご本人様
が愛用された物やご家族様から贈られ
た物などで、その方がくつろいで、過
ごせるよう工夫をしております。

備え付けはベッド、エアコン、照明
器、クローゼットです。サイドテーブ
ル、仏壇、机、植木鉢など入居者に
よっての必要なものを備えています。
室内は６～７畳ほどあり、ゆったりし
た空間です。毎朝掃除を行い清潔を
保っています。

トイレ、お風呂、洗面台など、職員の
目が届きやすく、自由にお使い頂ける
作りになっており、どなたでも気兼ね
なくご使用いただけ、プライバシーも
守られるようになっております。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 ○ 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 ○ 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 ○ 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホームちいさな手鎌倉の杜

 ユニット名 ２F

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

　

「LOVE・LIVE・LIFE・・愛・生きる喜
び・快適な生活」３Fの精神を理念と
し入居者様、スタッフひとりひとりの
幸せが大きな幸せにつながるよう豊か
な生活の実現に取り組んでいます。

運営推進会議などでホームの方の暮ら
しぶりをお話し地域での役割を話し
合って行きたいと考えています。

　

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

消防防火訓練には、近隣の方にお声か
けをさせて頂いております。運営推進
会議には、町内会の方に参加して頂い
ております。

２か月に１回運営推進会議を開かせて
頂きホームの現状を報告させていただ
きご意見ご指導を頂いております。

市の連絡会に参加しており、研修会に
参加しております。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

虐待に関しては、ミーティングの場な
どで、指導を行っており今後も研修会
に参加し指導を続けて行きます。

地域の方に自由に出入りして頂くため
に門扉を解放しましたので玄関の施錠
はさせて頂いておりますが身体拘束を
しない介護を行っております。

運営推進会議の場や御家族が来所され
た際に御意見、ご要望をお伺いし運営
に反映するよう努めております。

成年後見制度の活用の支援を行なえる
よう今後も学ぶ機会を持って行きたい
と思います。

入居相談時に当ホームの理念、方針、
規約のご説明をさせていただき、納得
して頂き契約を結んで頂いておりま
す。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

毎月のスタッフミーティングにて入居
者様の状態、対応の仕方を話し合い意
見を出し合っています。

市の連絡会にて、同業者の方がたとの
交流の中で情報を交換しております。

新しい環境にご入居者様がなじめるよ
うコミュニケーションを多く取り不安
を取り除いて頂くよう努めておりま
す。

OJTを使用し、ひとりひとりの評価を
行っております。人員体制を手厚くし
パート職員の社員昇級にも力を入れて
います。

定期的な勉強会に参加し、ミーティン
グの際、再度その内容を確認し職員全
員の介護技術の向上に努めています。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ホーム内の掃除、食事作りなど職員と
一緒にしていただき、感謝の言葉をお
かけし共に生活をしている関係を築い
ております。

ご家族様にもレクリエーションに参加
して頂いたり、居室でご家族だけで過
ごして頂く時間と共にリビングで他入
居者様と過ごして頂きご家族様との絆
を大切にしています。

ご入居者様の１日の様子をお知らせし
ご要望をお聞きしながら信頼関係を築
き安心して頂けるよう努めておりま
す。

ご入居者様のご様子を確認し、必要な
サービスを話し合いケアプランを作成
しております。

ご友人、ご親戚の来所、お電話の取り
次ぎなど自由にして頂いております。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

退所後のご家族との積極的な交流は取
れていない状況にあります。

ご入居者様のご希望、要望を普段の生
活の中でお聞きし、ケアプランに取り
入れております。

職員が間に入り、レクリエーションの
参加を促し皆様で楽しめる時間を作っ
ております。

ご入居時にご本人、ご家族様よりこれ
までの生活の様子、環境をお伺いして
おります。

バイタルチェク、食事量、水分量の確
認、起床時間、睡眠時間など記録し体
調の様子を把握し、ご自分で出来ない
事柄については支援させていただいて
おります。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

入居者様の日常の様子を把握し、３か
月毎にケアカンファレンス、６カ月毎
にケアプランの作成をスタッフ、医
師、看護師の意見を取り入れながら、
ご家族にご説明をしております。

ケアプランに沿って日常の生活を過ご
して頂き、体調や行動の変化の対応に
ついて申し送りノートに記入しスタッ
フ間で情報の共有をし見直しを行って
おります。

週１回の提携医療機関の訪問診療を受
けて頂き病気の早期発見、早期治療に
２４時間の医療協力体制を取らせて頂
いております。また看護師、歯科医師
の診療も週１回行っております。

入居者様のご希望に沿うよう個別の対
応をこころがけております。

植物園や地域のスーパー、コンビニへ
の買い物のレクを行っており、ホーム
の近隣の方との挨拶の交流も楽しんで
頂いております。
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グループホームちいさな手鎌倉の杜

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

週１回の訪問看護を行い、看護師との
連携とり心身のチェック、医療面のア
ドバイスを受け異常時には的確な指示
の下、介護を行っています。

緊急時マニュアルを作成し対応してお
ります。看護師、主治医と連携を図り
状態に応じた対応をしております。

消防署員の指導の下２回の避難訓練を
行っており、運営推進会議などで地域
の方にも相談、助言を頂き対応を話し
合っております。

主治医、看護師との連携を図り病気や
怪我の早期発見治療に努め、可能な限
り長期入院を避けるようにしていま
す。

ご入居時に看取りに関する指針をご説
明し主治医がこれ以上回復が望めない
判断をした時にあらためてご家族様、
主治医、ホーム長、ケアマネージャー
で方針を決め同意をいただいておりま
す。
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実施状況 実施状況
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

毎日、皆様のご意見を尊重しながらレ
クリエーションの内容を決めたり、お
一人お一人のご気分に合わせた過ごし
方をして頂き、皆様が楽しく、快適に
お過ごし頂けるよう工夫しておりま
す。

ご本人とご家族様からお好きな色や
ファッションを伺い、それに基づいた
服装やヘアスタイルとなるよう心掛け
ております。

お一人お一人の生活スタイルや個性を
踏まえながら、親しみを持って頂ける
言葉かけや、安らぎを感じて頂ける対
応をさせて頂いております。

ご本人がいつでもお気持ちを伝えやす
い雰囲気づくりと、答えを引き出せる
ような言葉がけを心掛けております。

お一人お一人の得意なこと、能力を把
握した上で、野菜の下ごしらえや料理
の盛り付け、お茶を入れて頂く、配
膳、食器片づけ等、職員と一緒に行っ
ております。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

毎食後、お一人お一人の状態に合わ
せ、歯ブラシ、スポンジブラシ、口腔
ケア用ガーゼを使用し、口腔ケア支援
させて頂いております。また、就寝前
には義歯をお預かりして洗浄剤に浸
け、清潔を保つよう支援しておりま
す。

排泄パターンの確認を行い、定時トイ
レ誘導、ご様子を見てお声掛けしてト
イレ誘導を行い、トイレでの排泄を支
援しております。また、ご本人が不安
な時は、尿取パットやリハビリパンツ
を使用して頂き、排泄の不安を解消出
来るよう支援しております。

看護師指導の下、お一人お一人に適し
た水分量、食事量、食事方法が決めら
れ、バランス良く過不足なく摂取して
頂けるよう支援しております。こまめ
な摂取量のチェックを行い、記録して
おります。

毎日便通の有無を記録し、看護師指導
の下、水分摂取量や下剤調整、腹部
マッサージを行い便秘に対応しており
ます。また、日々の生活の中で、こま
めな水分摂取と適度な運動を心掛け、
便秘予防に取り組んでおります。

基本的に週３回の入浴を行っておりま
す。入居者様のご希望に沿ってお声掛
けをし、入浴する順番や入浴時間に配
慮しております。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

生活リズムや体調が崩れないよう、お
一人お一人の体力、体調に合わせて適
度な休息を取って頂いたり、日中はレ
クリエーションや散歩で気分転換をは
かり、夜間に十分な睡眠を取って頂け
るよう支援しております。

薬局より薬を受け取る際には、必ず職
員は薬剤指導を受け、薬剤情報を職員
全員が共有しております。看護師指導
の下、服薬後の様子に留意しておりま
す。服薬時には複数の職員で薬袋の氏
名・日時を確認し、服薬ミス防止を徹
底しております。

原則として、お金は所持されていませ
んが、立て替えをさせて頂き、買い物
をして頂いております。

社交的な方はムードメーカーに。主婦
や料理人だった方には調理のお手伝い
を。掃除や洗濯物畳み、鉢植えの水や
りなど、その方の能力を生かし、皆様
の役に立って頂くことで、生活に張り
合いと喜びを持って頂けるよう支援し
ております。

天気の良い日には、ホーム周辺を散歩
したり、近くのコンビニへの買い物に
同行させて頂いております。また、ご
家族が同行されて帰宅されたり、外食
や買い物に出掛けておられます。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

ご本人のご希望があるときは、取り次
いでお電話をして頂いております。ま
た携帯電話をお持ちのご入居者様もお
られ、ご自由にお電話をして頂いてお
ります。

家具はご本人様の愛着のあるものを使
用して頂き、趣味の刺繍や書画、ご家
族の写真を飾られたりと、それぞれ個
性のあるお部屋で過ごして頂いており
ます。

居室やトイレが分からなくなるご入居
者様の為にお洒落な表札を貼ったり、
居室内はお一人お一人の状態に合わせ
て怪我や転倒を防止する工夫をしてお
ります。プライバシーに配慮しなが
ら、介護職員の目が届くよう工夫して
おります。

共用部分は毎日掃除をし、空調に気を
配り、快適に過ごして頂けるよう努め
ております。リビングは写真をディス
プレイしたり鉢植えを置いたりして居
心地の良い空間を作り、玄関には生け
花、中庭には花や植樹をして季節感を
味わって頂いております。

リビングでご家族や気の合ったご入居
者様とお話しされたり、新聞や雑誌を
読まれたり、ソファーでテレビをご覧
になられたり、中庭のウッドデッキで
外気浴をされたり、１階と２階のご入
居者様の交流もあり、思い思いに過ご
して頂いております。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームちいさな手　鎌倉の杜

目標達成計画 作成日：　平成　　２５年　　５月　　２１日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 18

日常的な外出が不足している。 個別にお好きな場所へいける支援。 個別にコンビニへの買い物、喫茶店などイベ
ント的でなく生活の中での楽しみとして支援
させて頂く。 ３か月

2 2

地域の交流を増やして行く。 地域の方のイベントへの参加、交流を増
やし入居者様にも地域とのつながりを感
じて頂く。

近隣の他施設との交流を作り、避難訓練にも
ご近所のかたが多く参加して頂ける様声掛け
をしていく。 ６ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して
取り組む具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


